
 

 
プレスインフォメーション 

 

‘ヒトへの犬、猫、フェレットからの新たな感染に関するエ

ビデンスはありません’ 

WSAVA が開催したウェビナーの演者たちは、SARS-CoV-2 への検査で陽性を示した

伴侶動物に対して いたわり をもってほしいと強調し、このパンデミックにおいて予防

健康ケアの重要性を強調しました。  

 2020 年 9 月 15 日に開催された WSAVA のウェビナーにおいて、演者たちは飼い主に

対して SARS-CoV-2 への検査で陽性を示した伴侶動物へいたわりを以て接してほしい

こと、遺棄しないでほしいことを強調しました。WSAVA One Health Committee の議

長の Dr. Michael Lappin は講演の中で、新型コロナウイルスは再帰性感染症（訳注. 原

文は ‘reverse zoonoses’。ヒト→動物→ヒトの感染経路をたどる疾病）で、感染したヒ

トが動物にうつすことが非常にまれではあるものの世界中で報告されていることを確認

しました。感染した動物は非常に穏やかな症状しか示さず、伴侶動物からヒトに感染す

る証拠はありません。 

 Dr. Lappin は、世界保健機関 (WHO)は 28,000,000 件以上の人の症例と 900,000 人以

上の死者*を報告している一方で、国際獣疫事務局 (OIE)による追跡調査では伴侶動物の

症例数は僅少のままであることを確認しました。Dr. Lappin は更に今年前半にオランダ

とアメリカで発生したミンク農場での発生はヒトによる感染で発生した疑いが強いこと

にも触れました。多くの犬、猫、フェレットが疑いもなく検査陽性を示す事例が重なっ



ているものの、周辺状況や感染総数は依然として低いままであることを獣医師は憶えて

ほしいと話しました。 

 伴侶動物が実際に COVID-19 にどのようにして影響するかについては、コロラド州立

大学での感染実験において猫は症状を示さず、ウイルスの排泄は短期間のみで、他の猫

にうつすおそれがあり、強固な抗体反応が得られることを紹介しました。犬は症状を示

さず、生きたウイルスは排泄せず、同じように強固な抗体反応が得られました。Dr. 

Lappin は更にデータを収集し自然感染した犬や猫の臨床症状が認められる場合が多いか

どうか、重大な問題になるかどうかを調査しましたが、動物に特別な治療が必要かどう

かは未だに不明です。 

 予防医学については、WSAVA Vaccination Guidelines Group の議長である Dr. 

Richard Squires が、ワクチン接種においては常にリスクとベネフィット（利益）の分

析を、今回のパンデミックにおいては今まで以上に、考慮することを獣医師に向けて訴

えかけています。 

 Dr. Squires は重要となるのは一部の個体で残存している母親由来の移行抗体が阻害す

ることが考えられるため、子犬や子猫に対するコアワクチンの最終接種または 1 回の場

合は 16 週齢より前にならないように接種することであると強調しました。また、子犬

にとって 4～16 週齢の時期はその後の行動にも影響を与える非常に重要な社会化をする

時期であることを飼い主に知ってもらうように獣医師に求めています。ロックダウンの

最中であっても飼い主が子犬を社会化させるための情報ソースは RSPCA Australia など

の団体から得ることができます。 

 Dr. Squires は 2 番目に重要な点として、生命に危険を及ぼす可能性のある病気に対し

て地域的に使用されているノンコアワクチンを挙げました。犬や猫に対する毎年の弱毒

生のコアワクチン接種の重要度は極めて低い優先順位となります。現行のコロナウイル

スに対するワクチンはペットを SARS-CoV-2 から守れると信じる根拠がないことにも

触れました。故 Michael Day 教授がまとめられた、パンデミック中のワクチン接種に関



する獣医師向けの詳しいアドバイスは WSAVA の COVID-19 まとめサイトにアップデー

トされています。https://bit.ly/2FAoXkk (Note by JY: it might be better to change this 

URL to one for the Japanese translation) 

 医師で WSAVA One Health Committee のメンバーである Dr. Peter Karczmar は人に

対する COVID-19 の考えと治療アプローチについての概要を述べ、動物病院がスタッ

フ、患者、そして施設を感染から守るためにとるべき手法について述べました。その中

には全てのスタッフがマスクをすること、フェイスシールド単体では十分な防御効果が

ないことなどが含まれています。更に飼い主向けの預け置くシステム、スタッフへの毎

日の検温、シフトを交互にするなどの方法も示されました。 

 ウェビナー中には、Dr. Lappin が「ほかの演者と私はウェビナーの内容が伴侶動物の

福祉と健康の改善の役に立つことを願っています。私たち全員は WSAVA のメンバーに

対して新しい情報が得られ次第更なるアップデートを行っていくよう協力していきたい

と思っています。」と述べました。 

 ウェビナーは WSAVA Diamond Partner の MSD Animal Health のご厚意に支えられて

います。 同社は WSAVA One Health Committee のサポートと WSAVA Vaccination 

Guidelines Group の献身的なパートナーでもあります。 

 ウェビナーは以下のリンクからご視聴いただけます。https://bit.ly/3688hMf 

 世界小動物獣医師会  (WSAVA)は世界の 113 の組織を通じて 200,000 人以上の獣医師

を代表しており、伴侶動物の治療・ケアレベルの向上に努めています。核となる活動に

は、獣医療において重要な、痛みの管理、栄養学、ワクチンといった分野で WSAVA 

Global Guidelines を策定することや、伴侶動物のケアにとって重要な分野で世界的にロ

ビー活動を行うことです 

 

* 2019-2020 のデータ。2020 年 9 月 13 日更新。 
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更なる情報をお求めの場合は、以下にコンタクトをお取りください: 

Rebecca George, George PR 

Tel: 01449 737281/07974 161108 

Email: rebecca@georgepr.com 

mailto:rebecca@georgepr.com
mailto:rebecca@georgepr.com

